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○
去
年

十
一
月
薩
摩
国
や
く
嶋
へ
来
候
異
国
人
、
其
節
江
戸
ヨ
リ

指
図
ニ
て
長
崎
へ
送
被
遣
候
、
此
度
江
戸
へ
御
呼
被
成
候
ニ
付
、

十
月
也

当
九
月
廿
五
日
長
崎
出
足
、
去
月
廿
八
日
御
当
地
へ
着

い
た
し
候
由
、
右
之
者
ハ
ら
う
ま
国
之
人
之
由
、
海
上
を

六
年
め
ニ
去
年
十
一
月
薩
州
へ
着
候
由
也
、
道
中
ハ

籠
乗
物
板
張
ニ
し
て
窓
有
り
、
戻
子
ニ
て
張
前
ニ

踏
出
し
有
り
、
青
細
引
之
網
を
か
け
人
足
十
六
人

か
ゝ
り
候
由
也
、
異
国
人
所
持
之
物
入
候
長
持
壱
棹

邪
蘇
宗
門
道
具
と
高
札
立
候
由
也
、
首
に
仏
之
様
成

物
を
か
け
居
候
由
、
衣
類
ハ
羅
紗
ニ
て
仕
候
を
着

阿
蘭
陀
人
之
体
之
由
也
、
右
男
ノ
せ
い
七
尺
四
五
寸
程
、

髪
長
ク
は
へ
色
白
ク
、
鼻
ノ
高
サ
弐
寸
八
分
程
之
由
、

食
事
昼
夜
二
度
、
料
理
白
米
五
合
湯
取
食
ニ

し
て
一
盃
盛
、
汁
干
た
ゐ
、
△
小
麦
粉
、
△
大
こ
ん
、
△
ね
ふ
か

栗
せ
ん
、
何
も
こ
ま
の
あ
ふ
ら
ニ
て
あ
け
候
よ
し
、

菜
生
た
ゐ
・
甘
干
柿
・
天
門
冬
、
右
之
通
ニ
候
よ
し
、

駒
木
根
肥
後
守
殿

与
力
太
地
角
右
衛
門
・
佐
久
間

安
芸
守
殿
与
力
青
木
二
郎
左
衛
門
と
申
人
附
候
て

参
候
由
也
、
右
異
国
人
一
昨
朔
日
切
支
丹
屋
敷
へ

参
着
候
由
也
、

長
崎

奉
行

翻
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